























































































⊂⊃-cH2-CH,聖 〇 一cHBr-CH2BrBq H→⊂⊃-C…cH+2KB,.2H20
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C_H5HgBr･.100ccのエーテル,6gの Mg,28gの CeH5BrよりGrignard試薬を作 り,
これに 100gの HgBr2粉末を徐々に横枠しながら加えると烈しく置換反応が 起る｡ 反応終
了後--テルを蒸留し 2% HBrの液 200ccを2度加え加熱液過する｡ 収率 71g,90% ユタ
ノ-ルより再結する｡
phenylphenethynylmercury :フユニルアセチレン37.0g,エーテル 50ccの溶液を金
属ナ トリウム 8.3g,エーテル 150ccの溶液中に滴下しながら撹拝する｡ 滴下後 なお 1時間
常温で横枠する｡反応液を冷却 しながら 113gの塩化フユニル水銀を固体のまま少量づつ迅速
に投入すると激しく発熱反応する｡ 1時間常温で かきまぜてからベンゼン 100ccを加え渡過
し,渡過物を 100ccのベンゼンで2回洗い,渡液,洗液を-諸にして水洗後脱水して減圧濃
縮し残漆に石油エーテルを加えて結晶を得る｡収率 69.3%･m･p･96-97oCJである｡
プロピオン酸フよこル水銀 :水酸化 フェニル 水銀 30g, プロピオン酸 1去g, アルコール
150ccを1時間加熱撹拝反応させた後減圧濃縮してアル コ一ルを除くと白色無定形沈澱が得ら
れる｡これを5倍量の.)グロインで再結すると白色針状結晶を得る｡m.p.SIS-84oC













































































































































木 ,材 研 究 第26号 (昭36)
実 験 方 法
先の実験で木材腐朽菌の種類による有機水銀化合物の殺菌濃度の差は余 り大きくなか っ た
が,褐色腐朽菌では Poriav27Poraria が最も強い抵抗を示し,白色腐朽菌では Polyslic-
lusversicolorが比較的強い抵抗を示した｡ 従って本実験では供試菌を PoriavaPoraria,
Polysliclusversicolor と一般的な Polγsliclussanguineusの3種を用いて行った｡殺菌



















































































































































































アルコキシアルキル塩化水銀の殺菌濃度は methoxyが もっとも小さく, methoxy>eth-
oxy>propoxy>butoxy の順で僅かづつその穀菌力が低下している｡ この関係をK.P.にお
ける水銀濃度で比較すると Fig･2に示されるごとく, 薬剤間に殆んど殺菌力の差が 見られ
ず,僅かに butoxy が大きくなっている程度である｡ OPhiobolusmiyabeanusの分生胞子
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ける｡ C⊥～C6 までは殺菌力は強大ゼその薬剤間には殆んど差がなかった｡僅かに C｡～C5に
おいて殺菌力の極大を示すようである｡C7以上の高級アルキルになると順次殺菌力が低下す






HgX においては X.の違いによる殺菌力の順序 は Ⅰ>Br-C1-OCOCH3>NO3>phenyl基で
C2H6HgX の場合に近い関係であり,個々の薬剤問の差もphenyl基を除いては殆んど認めら







phenylmercuricchlorideの結 合基 に よる殺菌力の順位は CH3>C2H5>OH であり,
tolylmercuricchlorideではパラの位置に導入されたものが最も強い殺菌力を示し,メタ
の位置は最小であった｡先に行った chlorophenolおよび nitrophenolの敢菌試験に おい
て,パラの位置に Cl,N02の入ったものが良好な結果であった9)が,本実験でも同様の結果を





















































〝 〟 農化 22, 81(1948)
〝 〝 良化 22, 82(1948)
7)浜本義夫 :有機水銀化合物の合成および魚類に対する生理作用 (196])
8)布施五郎 :木材学会誌7,4号 (1961)
9)井上吉之,三谷四郎,布施五郎 :第62回日本林学会講演集249-252(1953)
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